
広
　
　
報

主 な 内 容

　
　

発行 /  白井市 編集 / 秘書広報課 毎月2 回 1 日・15 日発行 〒 270-1492 白井市復1123 ☎ 047（492）1111　 FAX  047（491）3510　 URL  http://www.city.shiroi.chiba.jp/

2月12日㈰午後1時30分から文化会館なし坊ホールで「しろいふるさと大使ライブ」があるよ
みんなで見にいこう　チケット好評発売中！　問　文化会館　☎（492）1121

■平成28年分「市民税・県民税の申告」と「所
得税の確定申告」～マイナンバーカードの
写しの添付が必要となります～ …………2
■地域づくりコーディネート入門講座…3
■「しろいコスプレコンテスト」参加者募集 …3No.817

1.15
平成 29年
（2017 年） 白井市は

「ときめきと
み ど り あ ふ れ る
　　　　快活都市」

を目指します。

　
毎
年
1
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
、
文
化
財
を
火

災
か
ら
守
る
運
動
を
全
国
各
地
で
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
消
防
署
や
消
防
団
と
協

力
し
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
の
訓
練
は
、
鷲
神
社
の
市
指

定
文
化
財
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
放
水
訓
練
や
消
火
器
の
取
り
扱
い

訓
練
の
他
、
文
化
財
の
見
学
や
文
化

課
職
員
に
よ
る
解
説
も
行
い
ま
す
の

で
、
訓
練
の
様
子
や
貴
重
な
文
化
財

を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
28
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時

（
荒
天
中
止
）

場
所

　
鷲
神
社
（
木
5
3
3
）

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

文
化
財
防
火
デ
ー

　
　
と
防
災
訓
練

市の指定文化財を紹介します
　現在、市内には、国指定重要文化財1件、県指定文化財4件の他に市指定文化財が36件あり、仏像、石造物、古文書、考古・民俗資料、
神社建築、史跡や巨樹などが指定されています。これらは、市の歴史を物語る大切なものです。
　市教育委員会では、市内で守り伝えられてきたさまざまな文化財を調査し、その中から市の歴史上重要なものを指定文化財に指
定して所有者と協力しながら保護や活用を図っています。
　中でも代表的なものを紹介します。他の文化財は市ホームページや文化課で配布しているパンフレットをご覧ください。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

・

・
・・

手賀沼

谷田の三猿庚申塔小室駅

西白井消防署

白井駅西白井駅

・
・

・

・

・

・

白井消防署・・白井市役所
文化センター (郷土資料館 )

桜台センター

福祉センター

・
・

西白井複合センター

白井駅前センター

・公民センター

白井コミュニティセンター

・西福寺のイチョウ
長楽寺の木造
阿弥陀如来立像

木造伝木喰上人坐像

折立熊野神社本殿

牧士川上家資料・
木造聖徳太子立像・

滝田家の常滑壺・平塚鳥見神社本殿・
延命寺の十九夜塔・

東光院の木造地蔵菩薩立像・

みたらしの池

・鳥見神社の石造鳥居

延命寺の火伏せの札

・
木造阿弥陀如来
坐像及両脇侍立像

鳥見神社の懸仏

印
いんざいまきばのしんけいず

西牧場之真景図（部分）

　「印西牧場之真景図」は、牧と深いかかわりを持った
市の歴史を物語る貴重な資料で、江戸時代に神々廻、谷
田、清戸、十余一から印西市にかけて広がっていた印西
牧で行われた野馬捕りが描かれたびょうぶ絵です。
　通りを行きかう人たちの様子が分かり、図中の「一億
供養塔」は現存しています。「桜台」の地名の由来になっ
た桜の木も描かれています。

現在の一億供養塔

❷

❸

❶

　今井地区は手賀沼に近い低地に
あり、家の敷地より一段高く築い
た塚の上に建物が建てられ、洪水
の際はここに避難しました。

❷

❶

　元は市川市の葛飾八幡宮にあり
ましたが、廃仏毀

きしゃく

釈（※）の際に
来迎寺に引き取られたものです。
写真の仏像は鎌倉時代のものです。

❸

　江戸時代の文化9（1812）年に
建てられたもので、竜が巻き付
くように彫刻された庇

ひさしばしら

柱は県内
でも数少ないものです。

❹

今
いまい

井の水
みづか

塚

　江戸時代、冨士周辺には幕府が
設置した馬の放牧場、中野牧があ
りました。牧の馬を管理するため
に江戸時代に築かれた土手が今も
残ります。

❺

来
らいこうじ

迎寺の仏
ぶつぞうぐん

像群（5体）

❹

❺

　鷲神社の本殿は天保13（1842）年
に建てられたもので、さまざまな彫
刻で飾られています。江戸時代に建
てられた神社本殿の中で最も大きな
ものです。神社脇の斜面には市内最
古の三

さんざるこうしんとう

猿庚申塔が祭られています。

中
な か の ま き の ま よ け ど て

野牧野馬除土手
富
とみつかとりみじんじゃほんでん

塚鳥見神社本殿

❻ 鷲
わしじんじゃほんでん

神社本殿

❻

鹿嶋道（木下街道）

有形文化財　所在地　復 1148 － 8（郷土資料館所蔵）

有形民俗文化財　所在地　今井 40 － 1他
有形文化財　所在地　折立 266

有形文化財　所在地　富塚 694

有形文化財　所在地　木 533

史跡　所在地　冨士 151 － 2、－ 5

地名の由来となった桜の木

一億供養塔

市指定文化財地図

～みんなで守ろう地域の文化財～

【開館時間】午前９時～午後５時
【休館日】月曜日、年末年始、その他、展
示替えなどのため必要があるとき
【入場料】無料
☎（492）1124

郷土資料館利用案内
中野牧野馬除土手

印西牧場之真景図

来迎寺の仏像群

富塚鳥見神社本殿

今井の水塚

鷲神社本殿

※廃仏毀
きしゃく

釈　明治初年に明治政府
が推し進めた神仏分離の影響で、
寺院を廃止したり、仏像などを破
壊したものです。
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
平
成
29
年
1
月
1
日
現
在
で
市
内

に
住
所
が
あ
り
、
平
成
28
年
中
の
状

況
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

で
す
。

【
市
・
県
民
税
】

●
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先

か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴

収
票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

●
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
は
な

い
が
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
各

種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

●
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

給
し
、
ほ
か
に
所
得
が
な
か
っ
た
人

●
所
得
が
な
く
、
誰
に
も
扶
養
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
人

●
市
外
に
居
住
し
て
い
る
納
税
者
の

扶
養
と
な
っ
て
い
る
人

※
市
・
県
民
税
は
、
所
得
が
あ
れ
ば

申
告
が
必
要
で
す
。

平
成
28
年
分「
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
」と「
所
得
税
の
確
定
申
告
」

〜
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
〜

申
告
が

　
必
要
な
人

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）
か
、
通
知
カ
ー
ド
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
の
あ
る
書

類
と
運
転
免
許
証
な
ど
（
写
し
の
添

付
も
必
要
）

●
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
計
算
機

●
平
成
28
年
分
の
収
入
金
額
が
分
か

る
も
の
（
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収

票
な
ど
）

●
申
告
者
名
義
の
金
融
機
関
（
銀
行
・

郵
便
局
な
ど
）
の
口
座
番
号
が
分
か

る
も
の

●
農
業
所
得
・
不
動
産
所
得
の
申
告

を
す
る
人
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
納
税
通
知
書
、
土
地
改
良
区

賦
課
金
・
農
業
共
済
掛
金
・
農
業
者

年
金
保
険
料
の
金
額
が
分
か
る
も
の

●
控
除
額
が
分
か
る
も
の
な
ど

控
除
額
が
分
か
る
主
な
も
の

●
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
ま

た
は
証
明
書
以
外
の
保
険
料
を
納
付

済
み
の
場
合
は
領
収
書
の
写
し

●
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
領
収
書

な
ど
納
付
金
額
の
分
か
る
も
の

●
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の
控

除
証
明
書

●
障
害
者
手
帳
な
ど
の
写
し

●
配
偶
者
の
所
得
金
額
の
分
か
る
も

の
な
ど

※
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く
て

も
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
障
が
い

者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
控
除
対
象

に
認
定
さ
れ
る
場
合
（
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
の
交
付
）
が
あ
る
の

で
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
（
4
9
7
）

3
4
7
3
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「無料相談」「自書指導会」を開催
　開催日程は下表のとおりで、作成済みの確定申告書の提出のみもでき
ます（下記掲載の「申告に必要なもの」を必ず持参）。
　税理士会が行う無料相談（②、③）では、譲渡所得・住宅借入金等特
別控除の1年目の相談はできません。
※所得税の青色申告、譲渡所得、消費税、贈与税などは申告用紙の配布
のみを行います。

無料相談・自書指導会日程
項目 日程 時間 場所

申
告
期
間
前

①パソコンによ
る無料相談

1月26日㈭・
27日㈮

10:00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

白井市役所6階正庁

②税理士会の無
料相談

2月7日㈫～ 10
日㈮

イオンモール千葉
ニュータウン店3階イ
オンホール（印西市）

③年金収入のみ対
象の自書説明会

2月2日㈭ 西白井複合センター

申
告
期
間
中

④自書指導会

2月16日㈭～
3月15日㈬の
平日

9：00 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00

白井市役所6階正庁
2月18日㈯・
25日㈯

9：00 ～ 11：45

①は、パソコンで申告書を作成する際に補助者が助言などをし、作成後
は提出（送信）ができます（書面での申告書の作成もできます）。
③は、年金収入額400万円以上の人や控除などを追加し還付を受ける人が
対象で、税理士による講義式の説明会です（途中入場不可）。
④は、市職員の助言を受けながら自分で作成し、作成後は提出ができま
す（受け付けは午前8時30分から開始）。

　市の国民健康保険に加入し、1カ月の負担された医療
費が高額（対象世帯における限度額を超えた額）になっ
た場合、申請により高額療養費として市から支給され
ます。
　申請には、医療機関で受診した領収書が必要となり
ます。確定申告で医療費控除の還付申告をする人で高
額療養費に該当すると思われる場合は、領収書の写し
を保管しておいてください。領収書かその写しで支払
金額の確認ができない場合、高額療養費を支給できな
いことがありますので注意してください。
　支給対象者には、受診の2～3カ月後に支給申請に関
するお知らせを送付しています。11月診療分は1月末頃、
12月診療分は2月末頃に送付する予定です。
■問　保険年金課保険年金班　内線3181

高額な医療費を負担した人は必ず
「領収書のコピー」を

申
告
に

　
必
要
な
も
の

【
成
田
税
務
署
か
ら
の
お

知
ら
せ
】

◆
確
定
申
告
書
の
作
成
と
提
出
会
場

を
開
設

　
平
成
28
年
分
の
所
得
税
、
贈
与
税
、

個
人
消
費
税
の
確
定
申
告
書
の
作
成

と
提
出
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

※
相
続
税
の
相
談
、
国
税
の
納
付
、

納
税
証
明
書
の
申
請
・
発
行
な
ど
は

行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
成
田
税
務
署

内
に
申
告
書
の
作
成
会
場
、
申
告
に

関
す
る
相
談
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

　
2
月
10
日
㈮
〜
3
月
15
日
㈬

の
平
日
、
2
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
申
告
書
の
提
出
は
午
後
5
時
ま
で

で
す
。

場
所

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
2
階
イ

オ
ン
ホ
ー
ル

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
「
e
―

T
a
x
」
が
便
利

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成

し
た
確
定
申
告
の
デ
ー
タ
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（
申
告
期
間
中
は
24
時

間
送
信
可
）
を
利
用
し
て
提
出
が
で

き
、
還
付
申
告
は
早
期
に
処
理
を
し

て
い
ま
す
の
で
早
め
に
還
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉

徴
収
票
な
ど
は
そ
の
記
載
内
容
を
入

力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
提

出
や
提
示
の
省
略
が
で
き
ま
す
（
領

収
証
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
必
要
書

類
は
、
後
日
税
務
署
か
ら
提
示
を
求

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
5
年
間

は
保
存
が
必
要
で
す
）。

※
e
―
T
a
x
の
利
用
に
は
「
電
子

証
明
書
」
「
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ

イ
タ
ー
」
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
成
田
税
務
署

　
☎
0
4
7
6

（
2
8
）
5
1
5
1

　

市
で
は
、「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」「
医
療
費
控
除
」
な
ど
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
の
提
出
受
け
付
け
と
、

「
無
料
相
談
」「
自
書
指
導
会
」
を
2
月
16
日
㈭
か
ら
3
月
15
日
㈬
ま
で
行
い
ま
す
。

※
所
得
税
の
青
色
申
告
、
土
地
や
株
な
ど
の
売
買
に
伴
う
譲
渡
所
得
の
申
告
は
提
出
の
み
と
な
り
ま
す
。
内
容
の
指
導
に
つ
い
て
は
、

税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

所
得
税
の
申
告　

成
田
税
務
署　

☎
0
4
7
6
（
2
8
）
5
1
5
1
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告　

市
課
税
課
市
民
税
班　

内
線
3
1
3
1
〜
3

【
所
得
税
】

◆
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合

●
平
成
28
年
中
の
合
計
所
得
が
、
基

礎
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

※
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
場

合
で
も
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必

要
で
す
。

◆
給
与
所
得
が
あ
る
場
合

●
給
与
収
入
が
2
千
万
円
を
超
え
た
人

●
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
た
人

●
2
カ
所
以
上
の
勤
務
先
な
ど
か
ら

給
与
収
入
が
あ
っ
た
人

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や
医
療

費
控
除
な
ど
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

●
平
成
28
年
の
途
中
に
退
職
し
、
年

末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
、
寄
附
金
控

除
を
受
け
る
場
合

●
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
6
団
体
以
上
に
ふ
る
さ
と

納
税
を
し
た
人

※
確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所
得
者

な
ど
で
、
寄
附
し
た
自
治
体
が
5
団

体
ま
で
の
場
合
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
し
た
自
治
体
に
「
申
告
特
例
申
請

書
」
を
提
出
す
る
こ
と
で
確
定
申
告

な
ど
が
不
要
で
税
の
控
除
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

【
年
金
所
得
者
に
か
か

る
確
定
申
告
不
要
制
度
】

　
年
金
所
得
者
の
う
ち
公
的
年
金
の

収
入
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
、
公

的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人
は

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
す
が
、
所

得
税
の
還
付
申
告
書
は
提
出
で
き
ま

す
。

　
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
人

で
も
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
に
記
載
の
な
い
生
命
保
険
料
な

ど
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
市
・

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

お詫びと訂正　広報12月15日号3頁でお知らせしました「平成29年度市民団体活動支援補助金」の補助金限度額に誤りがありました。正しくは活動促進
型が7万円以内、活動発展型が25万円以内です。お詫びして訂正します。

確定申告書へのマイナンバーの記載など
マイナンバーの記載
　平成28年分以降の申告書には、申告者本人や控除対象配偶者、扶養親族、事業専従者
などのマイナンバー（12桁）の記載が必要です。

本人確認書類の写しの添付と提示
　マイナンバーを記載した申告書を
提出する際は、申告者本人の本人確
認書類の写しの添付と提示が必要で
す（扶養親族などの本人確認書類は
不要）。
　本人確認書類の写しは「添付書類
台紙」に添付してください。
※写しを添付しない場合は、税務署の窓口で本人確認書類を提示してください。
本人確認書類の例
●マイナンバーカード（両面の写しが必要です）
●通知カード、住民票の写し＋運転免許証、公的医療保険の被保険者証など

表 裏

マイナンバーカードのイメージ
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

み
そ
作
り
体
験
講
座

　
ゆ
で
た
大
豆
を
つ
ぶ
し
、
米
こ
う

じ
を
合
わ
せ
て
み
そ
を
作
り
ま
す
。

　
無
添
加
で
お
い
し
い
み
そ
作
り
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
15
日
㈬
　
正
午
〜
午
後

2
時
30
分

場
所

　
ひ
だ
ま
り
館
農
産
物
加
工
研

究
室
（
根
）

対
象
　
市
内
在
住
者
　
16
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
初
め
て
参
加
す
る
人
を
優
先
し
、

結
果
は
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

講
師
　
農
産
物
加
工
研
究
会
の
皆
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
10
㌕
用
み
そ
た
る

（
持
ち
帰
り
用
）

参
加
費
　
2
、
5
0
0
円
（
材
料
費
・

保
険
代
）

申
・
問

　
2
月
1
日
㈬
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
（
1
人
1
枚
）

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
農
政
課
農
政
班

　

内
線
3
2
5
2
へ

　市では、しろいの日のイベント「しろいホワイトフェスティバル2017」で、「白」
をテーマとした「しろいコスプレコンテスト」を開催します。年齢や性別など
の制限はなく、1人でもグループでも参加できます。コンテストに参加して、イ
ベントをみんなで盛り上げましょう。
　コンテスト上位3人（組）には市ふるさと産品などを贈呈します。詳細は市ホー
ムページで確認するか直接問い合わせてください。
日時　3月12日㈰　午後1時～（イベント自体は午前11時から午後5時まで）
場所　白井駅前南口広場
参加資格　「白」をテーマとした白色のコスチュームを身に着けてステージに登
壇できる人　8人（組）
※応募者多数の場合は実行委員会の審査により選考します（申し込み者が少な
い場合は中止になる場合があります）。
参加費　無料
■申・■問　2月12日㈰までに住所、氏名、年齢、電話番号、コスプレの説明や意気
込み、コスプレの写真を添付してメール（件名に「コスプレコンテスト」を入力）
か郵送（必着）でしろいホワイトフェスティバル実行委員会事務局（企画政策
課内）　内線3351 ～ 3、{kikakuseisaku@city.shiroi.chiba.jpへ

「しろいコスプレコンテスト」参加者募集
～しろいホワイトフェスティバル2017 ～ 　これから多様化する地域の困りごとや課題を解決し、誰もが

生き生きと暮らせるまちをつくるためには、地域をつなぐコー
ディネートの力が必要です。
　市では、地域づくりを進める会議や話し合いの場を活性化す
るため、講師にNPO法人国際ファシリテーション協会の椿景
子さんを招いて講座を開催します。
日程・内容　下表のとおり
対象　市内在住で、地域づくりを行っているまたは行う予定の人、
地域づくりのコーディネートや協働のまちづくりに関心のある人
20人（申し込み順）
場所　保健福祉センター
参加費　無料

■申・■問　2月9日㈭までに住所、氏名、電話番号、地域づくり
活動歴を電話かEメールで市民活動支援課市民活動支援班　内
線3152、{shiminkatsudou@city.shiroi.chiba.jpへ

地域づくりコーディネート入門講座

地域づくりコーディネート入門講座日程・対象
日程 時間 内容

【1回目】2月18日㈯ 13：30
～ 16：30

対話を通した関係づくりに焦点
をあて、ファシリテーション技
術を実践的に学ぶ【2回目】3月12日㈰

【3回目】3月18日㈯
13：30
～ 15：30

1、2回目をふりかえり、これか
らの地域づくりに向けたまとめ
を行う

※3回目は市職員による講座となります。

　
市
で
は
「
第
7
期
白
井
市
高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画（
計

画
期
間
は
平
成
30
〜
32
年
度
）」
策

定
に
あ
た
り
、
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
の
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
調
査
は
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」「
在
宅
介
護
実

態
調
査
」「
高
齢
準
備
期
実
態
調
査
」

の
3
種
類
で
、
調
査
対
象
と
内
容
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
調
査
対
象
者
に
は
市
か
ら
12
日
㈭

に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。
調
査

「高齢者福祉計画・介護保険事業計画」とは
　この計画は市町村ごとに3年間で実施する介護保険の事業を定め、その事業量に基づき介護保険料を算定する計画です。
　現在、介護保険料は全国の月平均が5,514円のところ、白井市は4,600円と低い金額が設定されています。これは、健康
寿命を伸ばす皆さんの活動により実現されていますが、今後の高齢者人口の増加に伴い保険料の上昇も見込まれます。
　高齢者の皆さんができる限り介護を必要としない生活を送ることで、介護保険料の上昇を抑制することにつながります。
　市では、住み慣れた地域でいつまでも元気に暮らしてもらうため、皆さんが積極的に気軽に介護予防に取り組むことが
できるような計画の策定を進めていきます。

調査対象と内容

調査基準日 平成28年12月1日

種類
①介護予防・日常生活圏域

ニーズ調査
②在宅介護実態調査 ③高齢準備期実態調査

対象

介護予防日常生活支援総合
事業の事業対象者全員、要
支援認定者全員、65歳以上
2,000人

在宅で生活している要介
護認定者全員

市内在住の40歳から
64歳まで2,000人

内容

新しい総合事業の進捗管理
や事業評価、今後どのよう
な事業展開が必要かを検討
するための地域診断調査

高齢者などの適切な在宅
生活の継続と家族など介
護者の就労継続の実現に
向けたサービスの在り方
を検討し基礎資料を作る
ための調査

今後65歳となる人を
把握するとともに介護
予防の在り方を検討す
るための調査

※①、②の調査は、個人の氏名などを記入する記名式ですが、個人情報については、本人の
ため以外に利用することはありません。

「
白
井
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定
に
向

け
た
住
民
意
識
調
査
に
ご
協
力
を

は
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
参
考
と

し
、
集
計
結
果
は
統
計
処
理
の
上
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す
。

※
①
、
②
の
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、

緊
急
時
や
介
護
相
談
の
際
、
必
要
に

応
じ
て
活
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
方
法

　
調
査
票
に
記
入
の
上
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
27
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
返
送

問
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

　

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

皆
さ
ん
は
分
か
り
ま
す
か

　
新
し
い
洗
濯
表
示
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

209

Q
　
洗
濯
表
示
が
変
わ
っ
た
と
聞
き

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

の
で
す
か
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
50
歳
代
　
女
性
）

A
　「
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
」
に

基
づ
く
繊
維
製
品
品
質
表
示
規
定
が

改
正
さ
れ
、
平
成
28
年
12
月
1
日
か

ら
洗
濯
表
示
が
日
本
独
自
の
表
示
か

ら
国
際
規
格
に
合
わ
せ
た
新
し
い
表

示
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
洗
濯
表
示
は
①
家
庭
洗
濯

②
漂
白
③
乾
燥
④
ア
イ
ロ
ン
⑤
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
5
つ
の「
基
本
記
号
」

と
、
洗
い
の
強
さ
や
温
度
、
禁
止
を

表
す
「
付
加
記
号
」
「
数
字
」
の
組

み
合
わ
せ
で
表
示
さ
れ
、
洗
濯
記
号

の
種
類
が
22
種
類
か
ら
41
種
類
に
増

え
、
よ
り
細
か
な
表
示
と
な
り
ま
し

た
。

　
記
号
だ
け
で
は
伝
え
れ
ら
な
い
情

報
は
、
簡
単
な
言
葉
で
記
号
の
近
く

に
記
載
さ
れ
ま
す
（
例
「
洗
濯
ネ
ッ

ト
使
用
」
「
あ
て
布
使
用
」
な
ど
）。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
表
示
は
「
こ

の
方
法
の
洗
濯
が
よ
い
」
と
指
示
を

提
供
す
る
「
指
示
（
推
奨
）
表
示
」

で
し
た
が
、
改
正
後
は
「
こ
の
方
法

な
ら
損
傷
を
起
こ
さ
な
い
」
と
情
報

を
提
供
す
る
「
上
限
表
示
」
に
変
わ

り
ま
し
た
。
記
号
よ
り
高
い
温
度
で

洗
濯
を
し
た
場
合
、
衣
類
に
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

記
号
が
示
す
強
さ
も
し
く
は
そ
れ
よ

り
弱
い
範
囲
で
洗
濯
を
す
る
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
し
い
洗
濯
表
示
の
詳
細
に
つ
い

て
は
消
費
者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

　
不
明
な
点
な
ど
困
っ
た
時
は
気
軽

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

洗濯

漂白

クリーニング

アイロン

乾燥

5つの
基本記号印西警察署からのお知らせ

～運転免許自主返納者にワオン
カードを進呈します～

　印西警察署または運転免許センターで運
転免許証を自主返納し、「運転経歴証明書」
をイオンモール千葉ニュータウンに持参し
た人（1回限り）に300円分のワオンカード
を1月20日㈮から進呈します。
　対象は印西警察署管内に住んでいる人で
す。
※運転経歴証明書の交付には1,000円の交
付手数料が掛かります。詳細については問
い合わせてください。
■問　運転経歴証明書について　印西警察署
交通課　☎0476（42）0110、ワオンカード
について　イオン千葉ニュータウン店　☎
0476（48）1111



子

育

て

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

駅  

チ
ビ
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　「
に
こ
に
こ
お
ひ
な
さ
ま
」
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

高

齢

者

シ   

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
者
募
集

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
2
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰

場
所
　
白
井
中
学
校
体
育
館

対
象

　
1
チ
ー
ム
7
人
以
上
で
構
成

さ
れ
、
う
ち
市
内
在
住
者
が
3
人
以

上
い
る
チ
ー
ム

※
必
ず
審
判
を
帯
同
し
、
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費

　
1
チ
ー
ム
5
、
0
0
0
円

申
　
所
定
の
申
込
書
（
生
涯
学
習
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
2
月
4
日
㈯
（
必
着
）
ま
で

に
〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　
白
井
市

清
水
口
2
―
4
―
1
―
3
0
3

　
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
　
小
原
へ

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
精
神
保
健

福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
関
係
機
関
へ
の
紹
介
を

行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
2
月
6
日
㈪
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
2
月
21
日
㈫
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班

　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

適応指導教室指導員を募集します
　学校に不適応を起こしている児童・生徒に対し、
グループ活動や相談活動をとおして、学校への復帰
を促すため指導・支援などを行う適応指導教室指導
員を募集します。
募集対象・人数　次のいずれかに該当する人　2人
・小学校または中学校の教員免許を有する人
・各種カウンセラー資格を有する人または過去2年
以上継続して相談実務に携わっていた人
・過去2年以上継続して小・中学生を指導する仕事
に携わっていた人
勤務場所　ひだまり館2階（旧中央公民館別館）
勤務期間　4月1日～平成30年3月31日
勤務日時　児童・生徒の登校日のうち週3日程度
午前9時30分～午後4時30分
日給　9,000円
■申・■問　履歴書に記入の上、1月31日㈫までに直接
または郵送で教育センター室　内線3472へ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
26
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福   

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
講
習

　
紙
の
バ
ン
ド
を
使
っ
て
、
か
わ
い

い
カ
ゴ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
（
各
火
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
は
さ
み
、
巻
き
尺
、
筆
記

用
具

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
1
月
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福   

は
じ
め
て
の
ピ
ラ

テ
ィ
ス

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
身し

ん
た
い体

全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
、
改
善
し
な
が
ら
鍛
え

る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
ピ
ラ
テ
ィ

ス
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
9
日
㈭
・
16
日
㈭
・
23

日
㈭
（
全
3
回
）　
午
後
1
時
30
分

〜
2
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
女
性

　
12
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
　
あ
し
だ
そ
の
こ
さ
ん

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
　
1
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

すてきなカゴを作りませんか

日
時
　
25
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
1
歳
以
上
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者

　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
、
持

ち
帰
り
の
菓
子
代
）

申
　
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん

　
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
ボ
ー
ル
遊
び
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
2
月
1
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

対
象
　
生
後
7
カ
月
〜
1
歳
未
満
の

子
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参
加
）

公  

い
る
か
さ
ん

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て「
お
ひ
な
さ
ま
」を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
2
月
6
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
22
年
4
月
2
日
〜
26
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
2
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

親
子
&
い
ち
ご

　
お
に
ぎ
り
工
作
と
ダ
ー
ツ
遊
び
を

し
た
後
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
（
保
育
あ

り
）
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
2
月
8
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
以

上
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
40

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

かわいいおひなさま

郷
土
史
講
座

　
郷
土
の
身
近
な
歴
史
や
文
化
財
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

①
龍
の
来
た
道
・
清
戸
弁
財
天
女
縁

起
を
め
ぐ
っ
て

日
時

　
1
月
29
日
㈰

　
午
後
2
時
〜

4
時

講
師
　
印
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
委

員
　
五
十
嵐
行
男
委
員
長

②
市
内
発
見
の
お
札
に
み
ら
れ
る
信

仰
〜
家
に
残
さ
れ
た
お
札
は
何
を
語

る
か
〜

日
時
　
2
月
19
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

4
時

講
師

　
白
井
市
文
化
財
審
議
会
委
員

木
原
律
子
さ
ん

③
白
井
宿
に
つ
い
て

日
時

　
3
月
25
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
2
時
30
分

古
文
書
講
座

　
　
　
　

「
初
心
者
の
た
め
の
古

文
書
講
座
」

　
初
め
て
古
文
書
を
学
ぶ
人
を
対
象

に
し
た
講
座
で
す
。
古
文
書
と
は
何

か
、
定
義
を
解
説
し
な
が
ら
書
式
な

ど
の
基
礎
を
教
え
ま
す
。

日
時

　
2
月
9
日
㈭

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

【
共
通
】

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室

対
象
　
各
講
座
一
般
　
30
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

※
郷
土
史
講
座
③
と
古
文
書
講
座
は

当
館
職
員
が
講
師
と
な
り
ま
す
。

申
・
問

　
各
講
座
の
前
日
ま
で
に
電

話
か
直
接
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4
へ

郷 

土 

資 

料 

館 

講 

座

しろい「こころのフォーラム」2017
　市では、NPO法人ぽれぽれ・ちばと共催で、こころの健康につ
いて市民の皆さんに理解を深めてもらうため「ストレスとのつき
あい方～今すぐできるセルフケア～」をテーマにイベントを開催
します。
　講師に深川ギャザリアクリニック臨床心理士の佐藤昌子さんを
招いて、私たちの生活と切り離せないストレスについて、講師と
一緒に行う「体験型」の講演を開催します。このほか、障がいの
ある人が作った陶芸、絵画などの作品展示もあります。
　どなたにも役立つ話ですので、この機会にこころの健康につい
て考えてみませんか。
日時　2月19日㈰　午後1時30分～ 4時（開場　午後1時～）
場所　保健福祉センター（作品展示は1階ロビー）
参加費　無料
■申・■問　2月17日㈮までに電話で社会福祉課障害福祉班　☎（497）
3483へ

印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
不
妊
相
談

　

不
妊
や
不
育
症
で
悩
む
夫
婦
な
ど

か
ら
の
医
療
面
で
の
相
談
や
、
不
妊

治
療
・
不
育
症
に
関
す
る
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

日
時

　
2
月
9
日
㈭

　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

場
所
　
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）

対
象
　
不
妊
に
関
す
る
相
談
を
希
望

す
る
夫
婦
な
ど
　
3
組
（
申
し
込
み

順
）

申
・
問

　
2
月
6
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3

5
へ

　保育園の給食調理（離乳食、幼児食、アレルギー除去食など）を行う
非常勤職員を募集します。募集内容については下表のとおりです。
　申し込みについては、希望する保育園に直接問い合わせてください。

募集内容
勤務場所 清水口保育園 南山保育園

勤務日 週5日（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
  勤務時間・
募集人員

午前8時～正午　若干名
午後1時～ 5時　1人 午前8時～正午　2人

勤務期間 3月31日まで（更新あり）
①3月31日まで　②4月1日～平成
30年3月31日まで（①・②とも更
新あり）

時給 940円
問い合わせ ☎（491）8082 ☎（491）1413

保育園の給食調理員を募集

◆
家
庭
内
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に

　
同
一
の
食
品
製
造
者
の
「
冷
凍
メ

ン
チ
カ
ツ
」
を
原
因
と
す
る
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
O
1
5
7
に
よ
る
食
中

毒
事
例
が
広
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
特
に
メ
ン
チ
カ
ツ
や
ハ
ン
バ
ー
グ

な
ど
の
ひ
き
肉
を
使
用
し
た
未
加
熱

の
食
肉
調
理
品
は
製
品
の
特
性
上
、

肉
に
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
菌
な
ど

が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
家
庭
で
調
理
す
る
際

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
食
中
毒
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
「
冷
凍
メ
ン
チ
カ
ツ
」
な
ど
は
中

心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う

●
食
肉
調
理
品
を
調
理
す
る
場
合
は
、

記
載
さ
れ
た
調
理
方
法
を
よ
く
読
み

確
認
し
ま
し
ょ
う

●
一
度
に
た
く
さ
ん
の
冷
凍
品
を
調

理
す
る
と
油
の
温
度
が
下
が
り
、
記

載
さ
れ
た
時
間
で
は
不
十
分
な
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

●
未
加
熱
の
食
肉
用
食
品
を
触
っ
た

後
は
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

●
加
熱
前
後
は
菜
箸
や
食
器
を
使
い

分
け
て
使
用
し
ま
し
ょ
う

問
　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
生
活

衛
生
課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1

3
7
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子

ど

も

桜   

子
ど
も
囲
碁
・
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
挟
み
将

棋
や
五
目
並
べ
も
楽
し
め
ま
す
。

日
時
　
1
月
28
日
㈯
、
3
月
4
日
㈯
・

25
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
3
月
4
日
は
「
さ
く
セ
ン
フ
ェ
ス

タ
」
内
で
行
い
ま
す
。

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
自
由

参
加
）

白  

お
料
理
ク
ラ
ブ

　
フ
ラ
イ
パ
ン
一
つ
で
で
き
る
簡
単

ナ
ポ
リ
タ
ン
と
タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク

を
作
ろ
う
。

日
時

　
29
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
12
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
布
巾
2
枚
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
予

約
の
上
、
23
日
㈪
ま
で
に
参
加
費
持

参
で
直
接
白
井
児
童
館
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
地
域
交
流
・
子
育
て
支
援
な
ご
み

　
季
節
感
の
あ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

や
手
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
を
親
子
で

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
1
月
17
日
㈫
、
2
月
21
日
㈫
、

3
月
21
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー
　
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
　
参
加
費
　
無
料

問
　
穴
田
☎
（
4
9
1
）
6
9
3
9

◆
Ｄ
V
D
「
日
本
海
軍
4
0
0
時
間

の
証
言
」
視
聴
・
懇
談
会

　
第
3
回
「
戦
犯
裁
判
　
第
二
の
戦

争
」を
上
映
後
、懇
談
会
も
行
い
ま
す
。

日
時

　
21
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー
　
参
加
費
　
無
料

問
　
白
井
平
和
委
員
会

　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
販
売
会
湖
北
「
冬
の
市
」

　
生
徒
に
よ
る
実
習
・
作
業
製
品
の

販
売
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
26
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

　
場
所

　
マ
ス
ダ
湖
北
店
（
我

孫
子
市
）

問
　
千
葉
県
立
湖
北
特
別
支
援
学
校

☎
0
4
（
7
1
8
8
）
0
5
9
6

◆
新
春
ジ
ョ
イ
ン
ト
ラ
イ
ブ

　「
M
＆
T
s
」「
D
R
E
A
M
」

「
ノ
マ
ー
ニ
」
の
3
バ
ン
ド
の
競
演

で
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
歌
謡
曲

を
演
奏
し
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
中
銀
白
井
マ
ン
シ
オ
ン
大
ホ

ー
ル
（
堀
込
）　
入
場
料
　
無
料

問
　
柳
田
☎
0
9
0
（
6
1
0
3
）

6
4
9
8

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
成
田
市
中
央
公
民
館

対
象

　
一
般
（
予
約
不
要
）

西  
初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
び
た
い
人

向
け
の
教
室
で
す
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
①
1
月
26
日
㈭
・
27

日
㈮
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
講
座

②
2
月
9
日
㈭
・
10
日
㈮
　
初
め
て

の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

時
間

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上
　
各
8
人
（
申
し
込
み

順
）

参
加
費

　
各
1
、0
0
0
円（
資
料
代
）

申
　
①
は
1
月
22
日
㈰
、
②
は
2
月

5
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
西
白
井

複
合
セ
ン
タ
ー
へ

西  

に
し
福
寄
席

　
申
し
込
み
不
要
の
落
語
会
で
す
。

楽
し
く
笑
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
5
日
㈰
　
午
後
2
時
〜

3
時

出
演
者

　
落
語
家

　
春
風
亭
べ
ん
橋

さ
ん
、
三
遊
亭
金
太
郎
さ
ん

入
場
料
　
1
、
5
0
0
円

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
あ
よ
う
販
売
会

　
中
学
部
生
徒
に
よ
る
作
業
学
習
の

製
品
販
売
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
2
月
3
日
㈮
　
午
前
10
時
10

分
〜
11
時
50
分
　
場
所
　
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
我
孫
子
南
口
店
入
り
口

問
　
千
葉
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学

校
☎
0
4
（
7
1
8
7
）
0
8
3
1

◆
Tテ
ィ
ア
ッ
ク

I
I
A
C
交
流
会
公
開
講
演
会

　
早
稲
田
大
学
在
学
中
に
日
本
人
最

年
少
で
七
大
陸
最
高
峰
制
覇
を
達
成

し
た
南
谷
真
鈴
さ
ん
が
「
私
が
夢

に
挑
戦
し
続
け
る
わ
け
」
を
テ
ー
マ

に
熱
く
語
り
ま
す
。

日
時

　
2
月
16
日
㈭

　
午
後
1
時
〜

2
時
30
分
　
場
所
　
東
京
電
機
大
学

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
15

号
館
（
印
西
市
）　
対
象
　
一
般
　

2
0
0
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　
入
場
料

　
1
、
0
0
0
円

申
・
問

　
2
月
2
日
㈭
ま
で
に
T
D

U
い
ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込

み
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
☎
0
4
7

6
（
4
6
）
9
5
5
5
へ

募
集
・
伝
言
板

◆
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
シ
ニ
ア
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
「
ノ
ー
ビ
レ
」
団
員
募
集

　
器
楽
合
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
、
定

期
演
奏
会
や
音
楽
祭
の
参
加
、
高
齢

者
施
設
訪
問
演
奏
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
木
曜
日
の
午
前
中
（
月
3
回
）

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
ほ
か
　

対
象
　
バ
イ
オ
リ
ン
、
キ
ー
ボ
ー
ド

（
ピ
ア
ノ
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
経
験
者
）

が
で
き
る
人

　
講
師

　
常
任
指
揮
者

吉
元
貴
弘
さ
ん

　
入
会
金

　
1
、
5

0
0
円
　
月
会
費
　
4
、0
0
0
円

問
　
小
倉
☎
（
4
9
1
）
5
6
3
5

◆
社
交
ダ
ン
ス
新
規
サ
ー
ク
ル

「
S
t
e
p 

3
0
3
」
会
員
募
集

　
未
経
験
者
を
対
象
に
踊
れ
る
よ
う

に
な
る
ま
で
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

冨  

趣
味
の
園
芸

　
春
野
菜
の
種
ま
き
と
、
苗
の
植
え

付
け
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
者
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

西  
1
0
0
歳
ま
で
元

気
！
料
理
教
室

　
年
を
重
ね
て
も
健
康
で
い
ら
れ
る

よ
う
「
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
を
整
え
て
便

秘
予
防
」
を
テ
ー
マ
に
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
お
い
し
い
料
理
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
17
日
㈮

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象

　
一
般

　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具

メ
ニ
ュ
ー

　
鶏
肉
の
塩
こ
う
じ
ソ
テ

ー
、
ニ
ン
ジ
ン
と
セ
ロ
リ
の
ツ
ナ
炒

め
、
キ
ム
チ
み
そ
汁
ほ
か

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
2
月
12
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

男
性
料
理
教
室

　
市
の
栄
養
士
に
よ
る
男
性
の
た
め

の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
簡
単

な
家
庭
料
理
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
2
月
24
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象

　
市
内
在
住
の
男
性

　
16
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具

メ
ニ
ュ
ー

　
雑
穀
ご
は
ん
、
し
ろ
い

シ
チ
ュ
ー
、
パ
ワ
ー
き
ん
ぴ
ら
、
塩

こ
う
じ
あ
え
、
季
節
の
フ
ル
ー
ツ

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
2
月
17
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

社  
交
通
遺
児
に
見
舞
金

な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
陸
上
の
交
通
事
故
で
親
を
失
っ
た

子
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
千
葉
県

社
会
福
祉
協
議
会
交
通
遺
児
援
護
基

金
か
ら
見
舞
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
見
舞
金
な
ど
は
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
持
参
し
ま
す
。

　
1
度
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

人
が
別
の
激
励
金
な
ど
の
支
給
を
受

け
る
場
合
は
、
再
度
申
し
込
み
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

【
見
舞
金
】

対
象
　
18
歳
未
満
で
遺
児
と
な
っ
た

日
か
ら
1
年
以
内
の
子
が
い
る
世
帯

支
給
額

　
1
世
帯
10
万
円
（
遺
児
が

2
人
以
上
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

2
人
目
か
ら
5
万
円
を
加
算
）

【
勉
学
奨
励
金
】

対
象

　
平
成
29
年
4
月
に
小
・
中
学

校
に
入
学
す
る
遺
児

支
給
額

　
3
万
円

【
激
励
金
】

対
象
　
平
成
29
年
3
月
に
中
学
・
高

等
学
校
な
ど
を
卒
業
す
る
遺
児

支
給
額

　
6
万
円

申
　
1
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

'

　　各学童保育所で放課後や休校日の児童の成長を見守る指導員を募集します。資格要件
　や応募方法など詳細は、各学童保育所に問い合わせてください（平日の正午～午後7時）。

●●● 学童保育所の指導員を募集します ●●●
日
時
　
2
月
1
日
か
ら
毎
月
第
1
〜
3

水
曜
日
（
2
月
は
1
・
8
・
15
日
）　

午
前
9
時
〜
10
時

　
場
所

　
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
男
女
各
5
人
（
未

経
験
者
を
優
先
し
、
先
着
順
）　
持
ち

物
　
上
履
き

　
入
会
金

　
2
、
0
0
0

円
　
月
会
費

　
2
、
0
0
0
円

問
　
中
村
☎
0
9
0
（
6
9
5
2
）

4
4
3
1

◆
印
旛
郡
市
民
親
善
テ
ニ
ス
大
会
参

加
者
募
集

　
テ
ニ
ス
仲
間
と
一
緒
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
3
月
12
日
㈰
・
19
日
㈰
（
予

備
日
　
3
月
26
日
㈰
）　
場
所
　
白

井
運
動
公
園
ほ
か

　
種
目

　
一
般
男

女
ダ
ブ
ル
ス
、
ベ
テ
ラ
ン
ミ
ッ
ク
ス

（
女
子
50
歳
以
上
・
男
子
55
歳
以
上

の
ペ
ア
）、
中
学
生
男
女
シ
ン
グ
ル

ス
、
平
成
29
年
度
新
中
学
生
男
女
シ

ン
グ
ル
ス
　
参
加
資
格
　
印
旛
郡
市

在
住
・
在
勤
者
（
中
学
・
高
校
生
可
）、

各
市
町
テ
ニ
ス
専
門
部
加
盟
会
員

　

参
加
費

　
一
般
、
ベ
テ
ラ
ン
ペ
ア
2
、

5
0
0
円
、
中
学
・
高
校
生
ペ
ア
1
、

5
0
0
円
、
一
般
・
中
学
生
、
一
般
・

高
校
生
ペ
ア
2
、
0
0
0
円
、
中
学

生
シ
ン
グ
ル
ス
8
0
0
円

申
　
白
井
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、

参
加
費
と
と
も
に
封
筒
に
入
れ
、
1

月
8
日
㈰
か
ら
29
日
㈰
の
午
後
1
時

ま
で
に
直
接
ウ
エ
ス
ト
グ
リ
ー
ン
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ

問
　
白
井
市
テ
ニ
ス
連
盟
　
近
藤
☎

（
4
4
9
）
5
1
4
0

池の上学童保育所 大山口あおぞら学童保育所
・第2学童保育所 清水口学童保育所

勤務日時

専任指導員（週5日）
平日　正午～午後7時
補助指導員（週3日）
平日　午後2時～ 6時
※土曜日は午前8時～午後
6時、休校日は午前8時～
午後7時のシフト制

専任指導員（週5日）
平日　正午～午後7時
補助指導員（週3日）
平日　午後1時～ 7時
※休校日は午前8時～午後7時
のシフト制

補助指導員（週3日）
平日　午後2時～ 7時
土曜日　午前9時～午
後4時
※休校日は午前8時～
午後7時のシフト制

勤務場所 池の上小学校敷地内 大山口小学校敷地内 清水口小学校敷地内

賃金
補助指導員（時給）850円～
※専任指導員（月給）は問
い合わせてください。

専任指導員（月給）125,580円～
補助指導員（時給）850円～ 時給　850円～

問い合わ
せ先

池の上学童保育所
☎（492）5477

大山口あおぞら学童保育所
☎（491）2364

清水口学童保育所
☎（491）3565

2017.1.155



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

み ん な の ひ ろ ば
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天
　
方
言
の
し
み
こ
ん
で
ゆ
く
煮
大
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

地
　
御
所
の
松
姿
整
へ
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井
　
　
増
子
桂
子

人
　
朝
霜
の
ま
だ
残
り
を
り
檜
皮
葺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
小
林
し
を
り

【
選
評
】　
天
　
煮
大
根
は
冬
の
食
べ
物
で
あ
る
。
火
を
細
め
て
と
ろ
と
ろ

と
煮
る
。
古
里
で
は
い
ろ
り
で
煮
た
。
国
訛
り
も
胸
に
よ
み
が
え
っ
て
く

る
。
大
根
の
煮
え
る
音
を
聞
き
心
に
湧
く
方
言
が
大
根
に
し
み
込
ん
で
ゆ

く
よ
う
だ
。地

　
松
と
御
所
と
い
う
場
所
の
取
り
合
わ
せ
が
良
い
。「
御
所
」

の
言
葉
に
よ
っ
て
松
の
姿
が
美
し
く
立
派
で
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。人
　
俳
句
は
17
字
し
か
無
い
。少
な
い
字
数
で
鮮
や
か
な
イ
メ
ー

ジ
を
描
く
事
が
大
切
で
あ
る
。
霜
の
白
い
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
り
、
朝
日
に

湯
気
を
上
げ
て
い
る
屋
根
も
見
え
て
く
る
。

短
日
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
灯
が
点
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
市
川
敦
代

車
窓
に
は
紫
う
す
き
初
筑
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
上
坂
千
昭

一
葉
忌
坂
を
ま
ど
わ
ず
登
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

冬
の
雲
牛
歩
の
ご
と
く
う
ご
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
斎
藤
裕
子

赤
々
と
稜
線
照
ら
す
冬
入
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
下
堂
薗

　
慶
子

灯
の
入
り
て
北
斎
通
り
冬
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

吹
き
溜
る
枯
葉
に
し
ず
む
足
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
山
下
じ
ゅ
ん
こ

嫁
か
ら
の
S
O
S
で
出
動
の

妻
は
楽
し
げ
孫
に
会
え
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

【
選
評
】
緊
急
に
救
助
を
求
め
る
合
図
が
S
O
S
。
そ
れ
に
対
応
さ
せ
た

出
動
が
面
白
い
。「
楽
し
げ
」
も
い
い
。
妻
の
心
の
は
ず
み
が
見
え
ま
す
。

そ
の
理
由
は
結
句
の
通
り
で
す
。

諍
い
し
理
由
は
思
い
出
せ
ぬ
ま
ま

夫
が
好
み
の
大
根
を
煮
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根

　
　
　
　
印
南
満
子

わ
た
し
似
と
言
わ
れ
て
嬉
し
初
孫
は

日
毎
育
ち
て
パ
パ
に
似
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
黒
添
水
無
月

ガ
イ
ド
役
の
友
に
手
引
か
れ
ア
イ
マ
ス
ク
の

男
の
子
こ
は
ご
は
歩
き
始
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

艪
を
漕
げ
る
矢
切
の
渡
し
船
に
添
ひ

百
合
鴎
飛
ぶ
群
れ
を
な
し
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

　
※
俳
句
と
短
歌
の
入
選
作
は
氏
名
の
五
十
音
順
で
す
（
特
選
を
除
く
）。

　人と人とのつながりが社会の
「輪」を作り、その「輪」が良く
なると個々が幸福になれるという
ことを、人間は長い年月の中で学
んできました。親兄弟親戚とい
う「輪」、友人・仲間の「輪」、仕
事上での「輪」、近隣に生活する
者同士の「輪」など、それぞれが
重なりひとりの人を支えています。
　また、その人自身が「輪」の一
部であり他の誰かを支えているの
です。私たちが住む白井、そこに
地域という｢輪｣があります。地域
の｢輪｣を良いものにして、暮らす
個人がお互い幸せになるために
『地域福祉』という考え方がある
のです。社会福祉法にも｢皆が協
力して、地域住民全てが普通に生
活し社会に参加できるよう地域福
祉を推進しましょう｣と示されて
います。そして、法に基づく制度
もいろいろあります。でも、制度
化されたサービスや事業だけでは
地域福祉になりません。

　地域福祉は、その地域に関わっ
ているさまざまな人の協力・協働
で成り立っています。その事を踏
まえ、民生委員も見守りや声掛け
など日常的に行いながら、地域社
会の共通問題・担当地区固有の問
題に取り組んだり、心配ごと相談
や高齢者の安否確認など福祉サー
ビスへの協力やボランティアとし
て事業・行事に参加したりと、地
域に根ざした活動を行っています。
地区のお祭りなどで皆さんとお会
いし、あいさつや立ち話する機会
となればいいなと思います。見か
けたら、気軽に声を掛けてください。
　私たちはこれからも、社会福祉
協議会や福祉施設、社会福祉法人、
行政、学校、警察などと協働、連
携し、地域福祉推進の務めを果た
していきたいと考えています。
※この記事は民生委員児童委員連絡
協議会広報部会が作成しています。
■問　社会福祉課厚生班　内線
5303

未来の白井っ子たちのために
自然に親しめる環境を残したい

　「神崎川を守るしろい八
はちまんだめ

幡溜の会」は、神崎川上流に生息するメダカなど
の水辺に生息・生育する多様な野生動植物の保護や川に隣接している史跡
「中

な か の ま き い こ う の ま よ け ど て

野牧遺構野馬除土手」の保全活動を行っています。神崎川の「親子観察会」「ゴ
ミ拾いウォーキング」など、子どもたちへの環境学習や地元大学と協働して水
辺環境の改善活動に取り組んでいます。
　昨年、環境を守る活動が印旛沼とその流域の再生への貢献が評価され「第5
回印旛沼・流域再生大賞」を受賞しました。
　寺園代表は「私たちは、未来の白井の子どもたちに絶滅危惧種となってしま
ったメダカなどの生き物や川の景観を残していきたいという思いから活動を始
めました。私たちが子どもの頃、川で遊んだように今の子どもたちにも神崎川
で川遊びをしたり、川の生き物を見つけて楽しんでもらいたいと思っています。
残念なことにゴミ拾いウォーキングでは、ペットボトル、空き缶やビニール袋
などのゴミが目立ちます。白井の緑豊かな自然を大切にしてほしいと思います。
また、市の「ドリームチャレンジャー」にも登録していますので、小学3年生
のチャレンジャーは友達を誘って自然に触れながら生き物を観察してみません
か」と話してくれました。
■問　神崎川を守るしろい八幡溜の会　寺園　☎090（8107）2763

表彰状を手にする寺園直美さん

す
ぐ
傍
（
そ
ば
）
に
い
ま
す

民
生
委
員
は

あ
な
た
の
暮
ら
し
の

夏休み子ども観察会の様子

白井工業団地産業フェスティバ
ルが開催されました

意見交換会で熱心に聞き入る人たち

あ
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ

平
和
都
市
宣
言

30
周
年
記
念
連
載
⑩

空く
う
ぎ
し
ょ
う

技
廠
で
の
工
員
生
活

と
戦
争
中
の
富
塚

　
私
は
大
正
15
年
、
富
塚
生
ま
れ
で

尋
常
高
等
小
学
校
（
旧
制
の
小
学
校
）

を
卒
業
後
、
横
須
賀
第
一
海
軍
航

空
技ぎ
じ
ゅ
つ
し
ょ
う

術
廠
（
海
軍
機
の
試
作
・
実

験
・
研
究
な
ど
を
す
る
機
関
）
工
員

養
成
所
に
入
り
ま
し
た
。
同
期
は
約

7
0
0
人
で
2
年
間
の
学
科
・
実
習
・

寄
宿
生
活
後
、
海
軍
工
作
科
予
備
補

修
生
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
工
員

を
海
軍
の
生
徒
と
す
る
こ
と
で
陸
軍

に
徴
兵
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
意
味
が

あ
り
、
工
員
よ
り
や
が
て
は
技
師
に

大お
お
つ
か
よ
し
お

塚
義
夫
さ
ん
　
90
歳
　

                    

　
富
塚
地
区
在
住

な
る
コ
ー
ス
で
し
た
。

　
工
員
時
代
は
午
前
6
時
30
分
よ
り

7
時
ま
で
に
出
勤
、
定
時
は
午
後
5

時
で
し
た
が
、
人
手
不
足
の
た
め
7

時
ま
で
残
業
す
る
こ
と
が
普
通
で
、

9
時
ま
で
勤
め
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
し
た
。
給
料
は
業
績
に
よ
り
加
給

が
あ
り
90
円
く
ら
い
で
し
た
。
休
日

は
2
週
間
に
1
日
で
あ
ま
り
金
の
使

い
道
は
な
く
、
貯
金
し
て
い
ま
し
た
。

　
富
塚
か
ら
も
出
征
し
、
外
地
に
行

き
亡
く
な
っ
た
人
が
何
人
も
い
ま
し

た
。「
赤
紙
」
と
言
わ
れ
た
召
集
令

状
が
来
れ
ば
、
妻
子
が
い
て
も
行
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
鳥
見
神
社
に
集
ま
り
、「
祝
出
征

○
○
君
」
と
記
し
た
垂
れ
幕
が
掲
げ

ら
れ
、
本
人
は
本
社
前
に
立
ち
あ
い

さ
つ
。
万
歳
三
唱
し
「
死
ん
で
還
れ

と
励
ま
さ
れ
」
と
軍
歌
で
見
送
ら
れ
、

出
征
す
る
人
は
皆
死
を
覚
悟
し
て
い

ま
し
た
。

　
戦
死
し
た
人
の
遺
骨
が
返
っ
て
き

た
と
き
小
学
校
で
村
葬
を
行
い
ま
し

た
。
長
男
を
失
っ
た
母
親
が
墓
地
で

「
な
ん
て
不
幸
せ
な
ん
だ
ろ
う
」
と

泣
き
崩
れ
動
け
な
く
な
り
、
皆
シ
ュ

ン
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
と
か

な
だ
め
て
よ
う
や
く
帰
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
陸
軍
に
徴
兵
さ
れ
広
島
に
行
っ
た

人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
人
た
ち
か
ら

話
を
聞
く
と
、
原
爆
投
下
時
、
市
内

か
ら
は
山
を
隔
て
た
場
所
に
い
た
そ

う
で
、
空
が
ピ
カ
ッ
と
光
る
の
を
見

た
そ
う
で
す
。
そ
の
人
た
ち
は
後
日

市
内
に
入
り
、
原
爆
ド
ー
ム
前
辺
り

の
川
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の
遺
体
の

片
付
け
に
当
た
っ
た
よ
う
で
、
戦
後

被
ば
く
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4

技術展の様子

　昨年12月2日に市と白井工業団地協議会が「白井工業団地ＰＲ・地方創生活
性化事業」の一環として工業団地にある企業の技術展示、企業見学会や意見交
換会を行いました。公民センターで、菊川工業㈱や野水鋼業㈱など18社の企業
が、製品や技術などの展示を行い、企業見学会では10社の工場見学を行いまし
た。意見交換会では、「2020年に向けた中小企業・地域の発展に向けて」とい
うテーマで千葉大学や産業技術研究所の先生による基調講演の後、県、千葉大
学、事業者や市民代表者などから、これからの地域における工業団地のあり方
などについて活発な意見交換が行われました。多くの人に工業団地の魅力を知
ってもらうため初めて開催されたフェスティバルでしたが、約250人が来場し
て各企業の技術力の高さを知る機会となりました。
　市と白井工業団地協議会では、全国に向けて白井工業団地の動画付きホーム
ページなどでPRし、地域経済の活性化や地域雇用の拡大に努めています。
■問　白井工業団地協議会　☎（491）0224


